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人口と世帯数
　　　　　　平成23年10 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

１１２,４００人　　（＋６９）
５５,４９２人　　（＋１６）
５６,９０８人　　（＋５３）

４３,９８２世帯　　（＋８０）

表
紙
の
写
真

　

彦
根
市
で
は
、
平
成
24
年
２

月
11
日
に
市
制
施
行
75
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

10
月
５
日
に
、
ひ
こ
ね
市
文
化

プ
ラ
ザ
で
記
念
式
典
を
行
い
ま

し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
75
年
間
を

振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
の
上
映
や
、

市
勢
の
振
興
と
公
益
の
増
進
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
た
団
体
へ
の

感
謝
状
の
贈
呈
を
行
っ
た
ほ
か
、

彦
根
市
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
田
原
総
一
朗
さ
ん
に
よ
る
講

演
も
あ
り
ま
し
た
。

　

表
紙
の
写
真
は
、
彦
根
音
楽

連
盟
合
唱
団
が
「
彦
根
市
民
の

歌
」
を
歌
っ
て
い
る
場
面
で
す
。

《
日
本
画
部
門
》

▽
え
ん
ど
う
の
花　

長
谷
川
み
よ
（
古
沢
町
） 

▽
タ
マ　

曽そ

我が

光
博
（
肥
田
町
）

▽
人
形
と
ふ
う
せ
ん　

井
上
禎て

い

子こ

（
松
原
町
）

▽
鶏け

い

頭と
う　

山
岡　

勝
（
城
町
一
丁
目
）

▽
春
の
兆
し　

谷
村
純す

み

子こ

（
後
三
条
町
）

《
洋
画
部
門
》

  ▽
残
像　

上
田
喜
美
子
（
松
原
町
）

▽
木
漏
れ
日　

夏
川
郁い

く

子こ

（
南
川
瀬
町
）

▽
老し

に

舗せ　

廣
瀬　

巖い
わ
お

（
松
原
町
）

▽
五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
う　

片
岡
太
助
（
東
近
江
市
）

▽
画
室
の
一
隅　

加
納
玲れ

い

子こ

（
城
町
二
丁
目
）

▽
蓮
池　

目め

戸ど

て
る
よ
（
高
宮
町
）

▽
Ｐ
ａ
ｒ  

ｌ
ｅ  

Ｖ
ｅ
ｎ
ｔ　

　

印い
ん

南な
み

和
子
（
鳥
居
本
町
）

▽
満
ち
足
り
て　

八
木
清き

よ

子こ

（
鳥
居
本
町
）

《
彫
刻
部
門
》　

▽
ち
ぃ
ち
ゃ
ん
ち
の
畑
に
て
（
Ｈ
22
・
12
・
30
）

小お

谷だ
に

政
雄
（
橋
向
町
）

  ▽
頭
像　

石
原　

実
（
日
夏
町
）

《
美
術
工
芸
部
門
》

  ▽
縁
～
え
に
し
～　

北
村
久
美
子（
中
藪
二
丁
目
）

  ▽
滉こ

う　

舟
越
一い

っ

生し
ょ
う（

西
今
町
）

▽
茗み

ょ
う

荷が

の
家
族
、
明
日
へ　

　

小
杉
明
生
（
愛
知
郡
愛
荘
町
） 

▽
て
っ
ぽ
う
ゆ
り　

松
宮
陸り

く

朗ろ
う

（
犬
上
郡
甲
良
町
）

▽
Ｃ
ｈ
ａ
ｏ
ｓ　

長
谷
川
幸さ

ち

子こ

（
彦
富
町
）

《
書
部
門
》

  ▽
李り

頎き

の
詩　

松
田
江
美
子
（
新
町
）

▽
劉り

ゅ
う

基き

詩し　

伊
藤
舞
香
（
日
夏
町
）

▽
竹
馬　

堤　

笑え
み

子こ

（
地
蔵
町
）

▽
臨り

ん　

金き
ん

冬と
う

心し
ん　

髙
橋
優
香
（
愛
知
郡
愛
荘
町
）

▽
鳴
鶴
詩
古

峡
八
勝
よ
り　

　

諸
岡
冨
美
子
（
平
田
町
）

▽
平
家
物
語
抄し

ょ
う　

岡
野
有ゆ

う

泉せ
ん

（
古
沢
町
）

《
写
真
部
門
》

  ▽
群ぐ

ん

舞ぶ　

武
藤
幹
男
（
松
原
町
）

  ▽
休
止　

河
﨑　

彰
（
上
岡
部
町
）

▽
出
番　

石
田
茂し

げ

未み

（
米
原
市
）

▽
街
角　

小
菅
正
一
（
犬
上
郡
多
賀
町
）

▽
静せ

い

寂じ
ゃ
く

閑か
ん

雅が　

近
野
光て

る

生お

（
堀
町
）

▽
ハ
ー
ト
に
響
く
情
景　

松
本
恭
博（
長
曽
根
南
町
）

▽
マ
ル
タ
島
の
印
象　

岩
谷
伸
亮
（
開
出
今
町
）

▽
旭
を
貯た

め
て　

三
島
康や

す

嗣つ
ぐ

（
日
夏
町
）

▽
枯
葉　

小
笠
原　

勇
（
小
泉
町
）

▽
朝
霧
に
浮
か
ぶ　

松
竹　

隆
（
長
曽
根
南
町
）

　

第
60
回
（
平
成
23
年
度
）
彦
根
市
美
術
展
覧
会
が
９
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ

ザ
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、「
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～
美
術
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
～
」
と

し
て
、
総
出
品
数
５
０
２
点
の
中
か
ら
４
０
０
点
が
展
示
さ
れ
、
併
せ
て
コ
ン
サ
ー
ト
や
作
品
講
評

会
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
芸
術
鑑
賞
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
出
品
４
２
６
点
の
中
か
ら
、
市
展
賞
６
点
、
特
選
26
点
、
佳
作
16
点
、
入
選
２
７

６
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
過
去
３
年
間
連
続
特
選
を
受
賞
し
た
な
ど
に
よ
り
、
無
鑑
査
と
な

っ
た
人
の
作
品
か
ら
、
４
点
が
無
鑑
査
奨
励
賞
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

市
展
賞
、
特
選
お
よ
び
無
鑑
査
奨
励
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
振
興
室
☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

市
展
賞

特　

選

市
展
賞

特　

選

市
展
賞
・
滋
賀
県
芸
術
文
化
祭
奨
励
賞

特　

選

特　

選

特　

選

市
展
賞

市
展
賞

市
展
賞

無
鑑
査
奨
励
賞

無
鑑
査
奨
励
賞

特　

選

め
い 

か
く   

し    

こ    

ざ  

き
ょ
う 

は
っ 

し
ょ
う

▲滋賀県芸術文化祭奨励賞を受賞した
　写真部門　武藤幹男さんの「群舞」

無
鑑
査
奨
励
賞

無
鑑
査
奨
励
賞


